

































第 1章 問題と目的 
 
第 1節 はじめに 



















性を表した改訂階層モデル（revised hierarchical model: Kroll & Stewart, 1994）と，単語
の情報が意味処理されるまでにどのような活性化が起こるかを表した BIA＋モデル
（Bilingual Interactive Activation model: Dijkstra & Van Heuven, 2002）が挙げられる。 
 松見・費・蔡（2012）は，Kroll & Stewart（1994）の改訂階層モデルを基盤とし，中国
語を L1とする日本語学習者（以下，中国人学習者）の日本語漢字単語の心内辞書モデルを









第 3節 本研究の目的 










第 2章 先行研究の概観 
 











（e.g., Schwartz, Kroll, & Diaz, 2007）。 
3.  聴覚的処理において，形態類似性が処理に影響を及ぼし，形態類似性が高い単語の方が
低い単語よりも反応時間が短く，形態類似性の促進効果がみられる（e.g., Ziegler, 
Muneaux, & Grainger, 2003）。 
4.  聴覚的処理において，音韻情報が類似する単語の L1の音韻表象の活性化が抑制の効果
をもたらすという報告が多くなされている（e.g., Marian & Spivey, 2003; Ziegler, 
Muneaux, & Grainger, 2003）。 
5. 聴覚呈示の語彙判断課題において，2言語の音韻類似性が促進の効果をもたらすという










は，分離・独立して形成されている（e.g., 蔡・松見, 2009）。 
2. 視覚呈示事態及び，聴覚呈示事態において，2言語の形態類似性が日本語漢字単語の処
理に促進の効果をもたらす（e.g., 蔡・費・松見, 2011; 費・松見, 2012）。 
3.  視覚的処理において 2言語の音韻類似性が促進の効果をもたらす一方で，聴覚的処理に
おいて 2言語の音韻類似性が抑制の効果をもたらす（e.g., 費, 2013; 費・松見, 2012）。 
4.  心内辞書内で，2言語の形態・音韻情報が相互的にかかわっている（e.g., 費, 2013）。 
5.  習熟度や学習環境によって，処理過程が異なる（e.g., 費, 2013; 費・松見, 2012）。 
 
























第 3章 日本語漢字単語の処理に及ぼす韓日の形態異同性及び音韻類似性の影響（1） 
    ―日本語の語彙判断課題による検討― 
 
第 1節 日本留学中の上級学習者を対象とした視覚的処理の検討（実験 1） 









第 2節 韓国国内の上級学習者を対象とした視覚的処理の検討（実験 2） 









第 3 節 日本留学中の上級学習者を対象とした聴覚的処理の検討（実験 3） 
 実験 3 では，日本留学中の上級の韓国人学習者を対象とし，日本語漢字単語の聴覚的処
理過程に韓日 2 言語間の形態異同性と音韻類似性が及ぼす影響について検討した。実験材











第 4節 韓国国内の上級学習者を対象とした聴覚的処理の検討（実験 4）   
























第 4章 日本語漢字単語の処理に及ぼす韓日の形態異同性及び音韻類似性の影響（2） 
    ―韓国語の先行呈示による意味一致性判断課題を用いた検討―  
 
第 1節 SOAが短い条件における検討（実験 5） 
 実験 5 では，日本語漢字単語の処理過程における，心内辞書内の表象の活性化の影響及
び各表象間の連結関係を明らかにすることを目的とし，韓国語の先行呈示によるプライミ
ング法を採用し，意味一致性判断課題を用いて検討した。実験 5 は，プライムとターゲッ







第 2節 SOAが長い条件における検討（実験 6） 


















第 5章 総合考察 
 
第 1節 韓国人学習者の日本語漢字単語の処理過程 
1. 視覚呈示事態の処理過程 
 視覚呈示事態の日本語漢字単語の処理過程において，韓日 2 言語の形態異同性と音韻類
似性による影響がみられ，具体的に次の 3点が明らかとなった。 








































ることを試みた。今後の単語認知の処理過程を検討する上で SOA を操作し，L1 の先行呈
示による意味一致性判断課題を用いるという観点を提供できた。 
 
第 3節 日本語教育への示唆 
 本研究の実験結果を日本語教育に応用するならば，次の 3点が考えられる。 
1.  日本語漢字単語の処理経験が豊富になることで，日本語の形態表象と音韻表象との連結
9 
が強くなる。よって目で見た日本語漢字単語を L1 である韓国語に翻訳する練習をし，   
日本語の形態表象と韓国語の音韻表象の連結を強くすることが必要である。 




第 4節 今後の課題 
 本研究の発展課題として，以下の 4つが挙げられる。 
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